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<経歴>
1991年4月にりそな銀行入行、年金信託運用部配属。以降、投資開発室及び公的資金運用部、年金信託運用部、信託財産運用部、運用統括部で運用管
理、企画を担当。2009年4月より信託財産運用部企画・モニタリンググループグループリーダー、2017年4月より現職。

2000年年金資金運用研究センター客員研究員、2005年年金総合研究センター客員研究員。

日本証券アナリスト協会セミナー企画委員会委員、投資パフォーマンス基準委員会委員、企業価値分析におけるESG要因研究会委員（-2015.6）、JSIF（日
本サステナブル投資フォーラム）運営委員、MPTフォーラム幹事、PRI（国連責任投資原則）日本ネットワークコーポレートワーキンググループ議長、環境省「持続
可能性を巡る課題を考慮した投資に関する検討会」委員、投資家フォーラム運営委員（-2016. 7）、持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則運用・証
券・投資銀行業務ワーキンググループ共同座長・同運営委員。経済産業省「グリーンファイナンスと企業の情報開示の在り方に関する「TCFD研究会」」ワーキンググ
ループ委員・同事例検討ワーキンググループ委員。経済産業省「ＥＳＧ投資を活用した産業保安に関する調査研究会」委員。環境省・持続可能な社会の形成に
向けた金融行動原則共催「我が国がESG金融大国となるための戦略づくりに向けた検討タスクフォース」検討会副座長。環境省「環境サステナブル企業評価に関す
る検討会」委員。

日本証券アナリスト協会検定会員、日本ファイナンス学会会員

松原 稔
Minoru Ｍatsubara
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私たちのご紹介



3 出所）りそな銀行スチュワードシップレポートP10-11

りそなのESG投資 俯瞰図
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対話テーマ

出所）りそな銀行スチュワードシップレポートP16・Ｐ33



5

エンゲージメントの進捗管理とエンゲージメント事例

出所）りそな銀行スチュワードシップレポートP24-25
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パーム油とは

アブラヤシから生産されるパーム油は、現在世界で最も多く消費されている植物油脂です。植物油脂の総生産量2億トンのうち、パーム油の生
産量は5,920万トン（2014年）と約30%を占めています。パーム油は、他の植物油脂に比べてヘクタール当たりの収量が多く生産効率が良いた
め価格面で優位であり、また幅広い用途に使うことができるため、近年急速に需要が拡大しています。特にインドネシアとマレーシアで農園の拡
大が著しく、これら2か国がパーム油の総生産量の約85％を占めています。他にもタイ、コロンビア、ナイジェリアといった国でも広がりつつあり
ます。
日本ではパーム油、パーム核油（アブラヤシの果肉から得られるのがパーム油、種子から得られるのがパーム核油）を合わせて年間約70万ト
ンが消費されており、約8割がインスタント麺やスナック菓子をはじめとした食品向けに、残りの約2割が石鹸や洗剤などの非食品向けに使われ
ています。食品については多くの加工食品にパーム油が使われているといわれていますが、日本の食品表示法では植物油脂の内訳を記載す
ることが義務付けられていないことなどから消費者の目に見えない形で流通しているため、わたしたちの身の回りに溢れていることはあまり認
識されていないのが実情です。

出所）パーム油調達ガイドHPより
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エンゲージメントの進捗管理とエンゲージメント事例

出所）りそな銀行スチュワードシップレポートP26-27
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２０１８年度（2018/7-2019/6）エンゲージメント計画

出所）りそな銀行スチュワードシップレポートP34-35



9

２０１８年度（2018/7-2019/6）エンゲージメント計画
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社会の利益

企業の利益

“Ambiguity（両義性）”

社会課題選別のマテリアリティ

・切実性 その問題が切実な問題であるか？

・波及性 波及効果を有するものか否か？

・相反性 その問題を解決する中で深刻な副作用が生まれないか？

・持続性 継続的な技術革新などによる活動持続性の有無は？

・範囲性 社会構成員のどの範囲まで関連しているか？

ESG・SDGs/評価例



■本資料は、作成時点において信頼できると思われる各種データ等に基づいて、作成されていますが、弊社はその正確性または完

全性を保証するものではありません。

■また、本資料に記載された情報、意見および予想等は、弊社が本資料を作成した時点の判断を反映しており、今後の金融情勢、

社会情勢等の変化により、予告なしに内容が変更されることがありますのであらかじめご了承下さい。

■本資料に関わる一切の権利はりそな銀行に属し、その目的を問わず無断で引用または複製することを固くお断りします。


